






























































A Study on the Creation and Utilization of Rubrics






































































































































































































































































































































































































































































































































シラバス記載の達成目標 評価指標 S（秀） A（優） B（良） C（可） 評価割合
１．就職活動に必要な知


































平 均 正 答 率 が80 ％ ～
89％である
平 均 正 答 率 が70 ％ ～
79％である































































































































Nakamura Style に 基 づ
くマナーで授業に参加し
ている
Nakamura Style に 基 づ
くマナーに１点の乱れが
ある


























































































10分 間 に600文 字 以 上
入力できる
10分 間 に500文 字 以 上
599文字以下入力できる
10分 間 に400文 字 以 上
499文字以下入力できる
10分 間 に300文 字 以 上
399文字以下入力できる 15％




































































































































































































































































































































































































































１．Dannelle D. Stevens and Antonia J. Levei （2013），
Introduction to Rubrics: An Assessment Tool to Save Grading 
Time, Convey Effective Feedback, and Promote Student 
























（http : //www.mext .go . jp/b_menu/sh ing i/chousa/
koutou/012/toushin/00061.htm: 2017年８月５日現在）。
3）　 松下（2012）において，様々なルーブリックについて資料として紹介している（98-114頁）。
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